
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

５月２６日（木）に行われた第１回学習指導力向上

研修会では、アクションプランの好事例の紹介や校内

におけるアクションプラン作成に係る体験的な演習を

行いました。多くの学校から参加希望があり、管内各

小・中学校の先生方や市町教育委員会の指導主事等、

約１００名で学びを深めることができました。研修後

に「先生方みんなで取り組んでみます。」といった前

向きな声をたくさんいただきました。 
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 昨年度から県全体で育成を目指している資質・能力です。各学校の実態に応じた取組をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

＜村山管内小・中学校の分析結果から重点に定めた「国語科において育成を目指す資質・能力」＞ 

 

 

 

               

 

 

 

～令和４年度 学校・家庭・地域の連携協働推進事業 第１回地域とともにある学校づくり研修会 ６月９日（木）～ 

コミュニティ・スクールを持続可能にする“スクール・コミュニティ”の考え方 
青木 一 氏（国立大学法人信州大学 学術研究院・教育学系 准教授）より、持続可能なコミュニティ・

スクールの考え方について講話をいただきました。現在、村山管内ではコミュニティ・スクールの導
入が進む一方、地域と連携協働して活動を充実させたり、“地域づくり”の観点から持続可能な仕
組みづくりを進めたりする点で課題も出ているようです。今回の研修会で、そうした課題や悩みを
受け止め、中・長期的な視点で乗り越える考え方を学ぶことができました。 
 

〈人の最上位の目標は“幸せ”である：主観的幸福感〉 
・人がよりよく生きる（WELL-BEING）ためにこそ、教育を充実させる。 
・幸せとは、貢献（やりがい）とコミュニティ（つながり）の複合体である。 

〈スクール・コミュニティの考え方〉 
・地域の中の学校を核として、地域住民の共同体的感情の結びつきや関わりを深め、まちづくりを 
 進めることが持続可能な社会づくりにつながる。 

・地域全体で子供を育てるとともに子供からも元気と生きがいをもらい、活力あるコミュニティを 

形成しながら、学校と地域の共存的 WIN-WIN の関係を築くことが重要。 

【参加者の声】 

・講話はもちろんのこと、すでにCSが始まっている学校の先生や推進員の皆さんと話をすることで、何

を準備していけばよいのか整理をすることができた。生徒に地域愛が育つような、学校と地域とがお互

いにWIN-WINの長続きする組織づくりを目指していきたい。           （中学校・教頭） 

・学校だけでなく、地域の方もWIN-WIN にならなければならないのだなと初めて分かりました。現状、

学校でこういうことをしたいから手伝ってくれる人、詳しい人をお願いして･･･という学校がメインに

なってしまっていることを感じました。                     （小学校・教諭） 

・講師のお話と参加者の交流が同時に進められたので、一人一人の正直な気持ちを出し合うことができま

した。課題の多い難しい内容ですが、幸福を実感するための取組として大切なことが分かりました。 

（地域学校協働活動推進員） 
 

 

 

 

６月２０日（月）に北村山地区、２１日（火）に東南・西村山地区の中学生を対象とした、「MYボラン

ティアスタートアップセミナー」を開催しました。村山管内の中学校より総勢８６名が参加し、交流を交

えながらボランティアの意義や実技を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

 ・ボランティアをするきっかけづくりになった。「自分からやりたい」という気持ちを行動につなげる

のは簡単ではないけれど、挑戦してみるのも大切だと思った。 

・確かにボランティアは無償だけれど、お金には変えられない温かい心が芽生える。このような機会

があれば、ぜひ参加して、多くの人と交流して自分の活動の幅を広げていきたい。 

・友達に誘われて来た。初めは静かな会だと思ったけれど、アイスブレイクからすごく楽しくてまた

来たいと思った。次は私が誘う側になって、いろんな人にボランティアの良さを広めたい。 

 

 地区総体の振替休業日の中、足を運び、ボランティアについて学びを深めるとともに、人とかかわること

への喜びを感じている参加した皆さんの表情が印象的でした。ＭＹ（Murayama Young）ボランティアのスタ

ートを切った皆さんが、様々な場で力を発揮することを願っています。 

小１～５年生担任の先生 

中１～２年担当の先生 
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※最大限の感染症予防対策を講じた上で、実施しております。 

実効性のあるアクションプランで「確かな学力の育成」を図る！ 
～令和４年５月２６日（木） 第１回 学習指導力向上研修会～ 

アクションプランを私一人

で作っていたので負担感を感

じていました。学校全体で共

有できているか、不安です。 

４～５月に昨年度末の成果や課題とつなぎながら全職員

が協働的に作成すると効果的です。 

４月の全国学力・学習状況調査の後、すぐに全職員で問題

を解いたり、自校採点をしながらプランを作成し、全校体制

で取り組んでいる学校において、成果が上がっています。 

全国学力・学習状況調査の結果が

届かないと作成できないのでは？ 

 小学校６年生や中学校３年生以外

の学年も関係あるのですか？ 

【国語】目的や意図に応じて、情報と情報を結び付けながら、読んだり書いたりする力 
 

【算数・数学】「事柄・事実」「方法・手順」「理由」を説明する力 
 

【外国語活動・外国語】自分の考えや気持ちを英語で話す力 
 

・ アクションプランを一人で作るのではなく、作る過程を大切にして意味のあるプランにします。 

・ 自校で取り組んでいる校内研究、カリキュラム・マネジメント、アクションプランの全てがつなが 

っていることに気付きました。作ることではなく、実行することが目的のプランにします。 

・ アクションプランについて理解が深まっただけでなく、自校の取組を他校と共有することができ、

活用の方向性が見えました。とても前向きな気持ちになりました。 

令和４年度地域青少年ボランティア活動推進事業 

会場：イオンモール天童 

 

全国学力・学習状況調査は、前年度までの課題を基に

した類似問題が毎年出題されています。 

結果を受けて当該学年の改善を図るだけでなく、小学

校では１～５年生までの学習改善、中学校では１～２年生

の学習改善が必要です。 


